
森からのおくりもの

技
術
・
普
及
に
向
け
て

森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
者
等
会
議

平
成
二
五
年
度
「
森
林
ふ
れ
あ
い
担
当
者
等
会

議
」
を
七
月
二
二
日
・
二
三
日
の
二
日
間
、
局
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
一
日
目
は
、
技
術
普
及

課
の
業
務
・
取
組
等
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
・
意
見

交
換
、
ま
た
、
森
林
総
合
利
用
研
修
受
講
者
か
ら

伝
達
等
を
実
施
、
二
日
目
は
、
森
林
技
術
・
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
「
シ
カ
囲
い
わ
な
」
の
組

（

）
。

み
立
て
・
分
解
ま
で
等
を
学
び
ま
し
た

写
真
上

担
当
者
か
ら
「
囲
い
わ
な
」
の
設
置
場
所
や
期

間
、
シ
カ
が
捕
獲
で
き
な
い
場
合
の
囲
い
わ
な
の

移
動
等
に
つ
い
て
質
問
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（

）

続
い
て
徳
善
政
明
さ
ん

局
Ｏ
Ｂ

森
林
の
達
人

か
ら
高
知
城
周
辺
の
奇
木
・
珍
木
な
ど
も
含
め
樹

木
の
特
徴
な
ど
を
学
び
ま
し
た
（
写
真
下

。
）

二
日
間
の
会
議
を
通
じ
て
、
局
署
等
の
取
組
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
意
見
交
換
を
す
る
場
面
も
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
会
議
で
得
ら
れ
た
内

容
等
を
今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。
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研 究 発 表 事 例 に ま な ぶ
嶺北署（20年度発表）

課題名「法面緑化によるシカ害軽減方法の検討に

ついて」

発表のあらまし

管内でもシカ害が増加。シカ害は造林木食害と 

剥皮害に止まらず、治山・林道工事で施工される

法面緑化が食害に。本発表は、法面緑化をシカ食

害から保護する一方法として、施工面を金網で覆

う方法を実施、その食害状況と効果を検証。

調査の概要

・３種類の金網で試験

①菱形（腐食促進型、目あい50mm)

②菱形（目あい50mm)

③亀甲金網（目あい45mm)

④対照区

・導入植物：ヨモギ・イタドリ・ヤシャブシ

結果

シカの踏み荒らしや食害に対して、菱形金網は

知っ得

豆 知 識

「ＣＬＴ」って
（直交集成板）

（ＣＬＴ）

「ＣＬＴ」（直交集成板）は、クロス・

ラミネイティッド・ティンバーの略称。

ＣＬＴの定義は、ひき板又は小角材（こ

れらをその繊維方向を互いにほぼ平行に

して長さ方向に接合して調整したものを

含む）をその繊維方向を互いにほぼ平行

にして幅方向に並べ又は接着したもの

を、主としてその繊維方向を互いに直角

にして積層接着し３層以上の構造を持た

せた一般材。農林水産省は、6月13日に

規格化する案を公表。パブリックコメン

ト後、今秋のＪＡＳ調査会に諮り、今年

度末に規格化される見通し。
強度はあるが、亀甲金網は劣り食害等が見られた。

編集後記
今後の展開

間伐材等を利用して、金網を浮かせる方法等も 

試験的に取り組むこととして、本課題の継続と新

たなシカ害対策にも期待。

平成25年度「四国森林・林業研究発表会」

の開催日程が26年１月２３日（木）に決ま

りました。全署等から発表をお願いします。


